
「江合川かわまちづくり」計画
江合川では令和５年１月から大崎市、江合川かわまちづくり協議会のみなさんとかわまちづくりに向け協議を重

ねてきました。
令和６年７月には、先例地視察として下伊場野水辺の楽校での取り組みの視察やかわまちづくり計画地にて「水

辺で乾杯」を実施し、１０月以降も計画地にて芋煮会の開催など様々な取り組みを行っていく予定です。
今後も地域の皆様の憩いの場となるよう取り組みを進めていきます。

伝達：河川部長から大崎市長・協議会幹部 記念写真：左から
佐々木幹事、後藤幹事長、伊藤市長、林河川部長、宍戸会長

ウェブサイト https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/index.html

令和6年8月8日付で「江合川かわまちづくり計画」が、かわまちづくり支援制度に登録されたことを受け
8月28日（水）に大崎市役所にて「江合川かわまちづくり計画登録証伝達式」が開催されました。
伝達式では、東北地方整備局 林河川部長から大崎市伊藤市長・宍戸会長（江合川かわまちづくり協議会）
へ登録証が伝達されました。

かわまちづくりとは・・・？
地域が持つ「資質」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし地活性化や観光振興などを目
的に、市町村や民間事業者、地域住民等と河川管理者が各々の取り組みを連携する事によ
り「河川空間」と「まち空間」が融合した良好な空間を形成し、河川空間を活かして地域
の賑わいの創出を目指す取り組みです。

７月７日午後７時７分に北上川下流河川事務所管内の
「大郷かわまちづくり協議会(吉田川)」、「石巻ミズ
ベリング(旧北上川)」と中継を結び実施しました。

全国で286箇所
東北で30箇所
宮城県内で7箇所
【令和６年9月時点】

かわまちづくり支援制度に新規登録され、大崎市役所にて伝達式がありました

かわまちづくり支援制度の概要
水源地から河口まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化及び観光基
盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、
河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指す。



令和６年９月３日（火）支援活動報告会が行われました

令和6年7月25日からの大雨で被害を受けた秋田県、山形県で復旧支援に当たって下さった業者の皆
様（瀬崎組・丸か建設・佐藤工務店）が北上川下流河川事務所にて活動報告会を行いました。
報告会ではオンラインも含め約４０名が参加し、各社の報告を受けました。
大崎出張所管内からは鳴瀬川大崎管内維持工事を施工している丸か建設が秋田県由利本荘市で冠水地帯
の排水作業等を行って下さいました。

《お問い合わせ》
国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 大崎出張所

〒989-6111 宮城県大崎市古川鶴ケ埣字鶴田154-3
TEL 0229-22-0336  FAX 0229-22-4695
北上川下流河川事務所ホームページURL：https://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/

（旧Twitter）北上川下流河川事務所ＨＰ

北上川下流河川事務所の公式
SNSもぜひご覧ください。

報告会の様子

現地では、地元建設業の方々と連携し、２４時間体制で被災地の緊急対応に奔走し、地域の方々の期
待に応え、ご貢献頂いたこと現地の秋田河川国道事務所長からも感謝を伝えてもらっています。
私からも、改めて御礼を申し上げます。
建設業は地域社会の安全・安心を守る「地域の守り手」として欠かす事の出来ない仕事を担って頂いて
いると再認識しているところです。
本日の報告会では、現地でのご苦労や今後に向けた留意点、改善点など勉強させて頂き、また忌憚の

無い意見交換に期待し、今後起こりうるかもしれない災害を見据えて準備する、経験・ノウハウを活か
して最善の対応を実施していくための、実り多い機会となりますよう、祈念いたしまして御礼のことば
といたします。

斉藤事務所長からのねぎらいの言葉

現地の作業状況や課題などを報告
しました。

事務所職員も報告を受けて今後の対応に
向けた有意義な機会となりました。


